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況 

火
災
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＝ 

速

報

値 
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平
成
二
三
年
春
の
火
災
予
防
運
動
は
、

四
月
三
日
（
日
）か
ら
九
日
（
土
）ま
で
の

一
週
間
、全
県
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
二
三
年
二
月
ま
で
の
県
内
の
火

災
発
生
件
数
は
、
四
二
件
（
速
報
値
）

で
昨
年
同
期
と
比
べ
、
七
件
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
死
者
数
は
四
人
増
の

一
一
人
で
、
既
に
平
成
二
二
年
中
の
二

〇
人
の
半
数
を
超
え
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
で
防
火
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

  

住
宅
防
火 

　 

い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

三
つ
の
習
慣 

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

四
つ
の
対
策 

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。 

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。 

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。 

平
成
二
十
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
た
か
な
」 

　
あ
な
た
を
守
る 

　
　
　
　
　
　
合
言
葉 

　
平
成
二
二
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
二
月
九
日
（
水
）
秋

田
市
の
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」
で
、
県
内
の
女
性
消
防
団
員
・
隊
員
五

九
名
を
含
む
一
一
〇
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
。 

　
会
議
で
は
、
第
一
六
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
奈
良
大
会
の
報
告
や
大
館
市

女
性
消
防
団
二
〇
年
の
歩
み
の
紹
介
、
三
重
県
名
張
市
消
防
団
の
女
性
消
防
団
員
に

よ
る
「
魅
力
あ
る
防
火
啓
発
劇
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

四
月
三
日
〜
九
日
実
施 

 

　
今
年
の
記
録
的

な
豪
雪
で
、
皆
様

も
大
変
難
儀
し
て

い
る
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
雪
の

事
故
も
多
く
、
二

月
八
日
午
後
三
時

現
在
で
死
傷
者
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
べ

一
五
五
人
増
の
二
三
〇
人
、
う
ち
死
者
は

一
一
人
増
の
一
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
下
ろ
し
の
際
に
は
、
二
人
以
上
で
行
う

な
ど
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。 

　
さ
て
、
当
協
会
で
は
、
秋
田
県
や
秋
田

市
な
ど
の
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
二
四
年

度
の
第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性

化
大
会
を
秋
田
で
開
催
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
一
人

一
人
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
頂
き
、
秋
田

大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
本
日
は
、
三
組
の
方
々
か
ら
報
告
発
表

や
講
演
を
頂
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
開
催
に
向
け
貴
重
な
お
話
が
伺
え
る

も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

      

　
　
　
　
　
　
　
　 

      

　
奈
良
大
会
は
、
華

や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
始

ま
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
鹿

角
市
の
奈
良
さ
ん
が
「
地
域
の
分
団
に
所

属
し
、
火
災
現
場
に
も
出
動
し
て
お
り
、

消
防
車
の
機
関
員
と
し
て
男
性
団
員
と
同

様
に
活
動
し
て
い
る
」
と
お
話
し
さ
れ
て

 

 

報
告
発
表
（
一
）   

第
一
六
回
全
国
女
性
消
防
団
員 

活
性
化
奈
良
大
会
に
参
加
し
て 

 

春

の
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災

予

防

運

動

 

春
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火
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動

 

中
泉
秋
田
県
消
防
協
会
長
あ
い
さ
つ 

横
手
市
平
鹿
消
防
団 

 

団
員 

原
　
ヨ
シ
ミ 

 

団
員 

堀
田
　
弘
子 

 

団
員 

高
橋
ノ
ブ
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県
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消
防
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ネ
ッ
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会
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い
た
の
が
印

象
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

　
プ
ロ
野
球

解
説
の
川
藤

幸
三
さ
ん
は
、

講
演
で
、
大

会
テ
ー
マ
の

「
絆
」
に
ふ

れ
て
「
絆
は

仲
間
と
仲
間

の
連
携
で
あ

り
、
相
手
の
気
持
ち
を
何
処
ま
で
思
い
や

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
切
だ
。
皆
さ
ん

が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
誰
し
も
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
っ
て
い
な
い
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
、
胸
を
張
っ
て
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
を

巻
き
込
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
力

強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
横
手
市
平
鹿
消
防
団
女
性
団
員

は
誕
生
し
て
間
も
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
先
輩
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
お
手

本
に
、
地
域
の
た
め
に
楽
し
く
活
動
し
て

行
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

      

　
　
　
　
　
　
　
　 

大
館
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
　 

大
館
第
二
六
分
団 

　
　
　
　
　
　
　
　 

分
団
長 

　
　
　
　
　
　
　
　   

奥

村

　

牧

子 
 〔
設
立
の
経
緯
〕 

　
平
成
三
年
一
〇
月
、
ソ
フ
ト
面
で
の
活

動
や
団
員
不
足
の
解
消
、
災
害
時
の
後
方

支
援
要
員
と
し
て
一
分
団
当
た
り
二
五
名

の
二
分
団
体
制
、
計
五
〇
名
で
発
足
し
ま

し
た
。 

　
平
成
七
年
四
月
に
は
、
さ
ら
に
一
〇
名

ず
つ
増
員
さ
れ
、
計
七
〇
名
の
体
制
と
な

り
ま
し
た
。 

〔
活
動
の
内
容
〕 

　
春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
大
型
店
で
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
推
進
の
チ
ラ
シ
配
布
、
救
命
講
習
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
防
火
診
断
、
軽
可

搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
の

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
火
災

予
防
の
啓
発
に
も
努
め
て
い
ま
す
。 

〔
二
〇
年
間
で
一
番
心
に
残
る
思
い
出
〕 

　
何
と
い
っ
て
も
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
へ
出
場
す
る
た
め
の
訓
練
で
し
た
。 

　
そ
れ
は
平
成
五
年
か
ら
始
ま
り
、
平
成

六
年
に
は
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
平
成
七

年
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
間
の
訓
練
は
、
全
員
が
仕

事
を
終
え
、
家
事
を
済
ま
せ
、
ま
だ
小
さ

か
っ
た
子

ど
も
を
家

族
に
お
願

い
し
て
の

訓
練
で
し

た
。
全
国

大
会
で
の

結
果
は
、

残
念
な
こ

と
に
失
格

と
い
う
判

定
が
下
さ

れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
平
成
一
八
年
、
団
員
ら
と

相
談
し
、
平
成
一
九
年
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
し
、
再
び
訓
練
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
見
事
準

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
準
優
勝
の
要
因
を
参
考
ま
で
に
ご
紹

介
し
ま
す
。 

・
全
員
が
一
致
団
結
で
き
た
こ
と
。 

・
入
賞
と
い
う
同
じ
目
標
に
突
き
進
ん

で
い
た
こ
と
。 

・
選
手
が
指
導
員
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ

と
。 

・
選
手
が
自
主
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
た
こ
と
。 

・
団
員
の
み
ん
な
を
信
じ
、
大
変
な
が

ら
も
和
気
藹
々
と
楽
し
く
で
き
た
こ

と
。 

・
選
手
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
指
導
員
が

日
程
を
合
わ
せ
て
く
れ
た
こ
と
。 

・
団
長
や
関
係
部
署
の
担
当
者
が
予
算

を
獲
得
し
て
く
れ
た
こ
と
。 

・
家
族
や
職
場
の
方
々
が
理
解
し
、
協

力
し
て
く
れ
て
、
気
持
ち
よ
く
送
り

出
し
て
く
れ
た
こ
と
。 

　
特
に
、
最
後
の
要
因
が
一
番
重
要
で

あ
っ
た
思
い
ま
す
。 

〔
今
後
の
活
動
〕 

　
昨
今
、
高
齢
者
の
孤
独
死
が
度
々
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事

故
の
減
少
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の
訪

問
回
数
を
増
や
し
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
な
ど
生
活
状
況

を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　 

三
重
県 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

名
張
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
　 

部
　
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
か
ほ
る 

様 

　
　
　
　
　
　
　
　 

班
　
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
山
　
敦
子 

様 
  〔

名
張
市
消
防
団
の
概
要
〕 

　
団
員
定
数
　
五
〇
〇
名 

　
実
団
員
数
　
四
六
九
名（
女
性
一
三
名
） 

　
組
織
体
制
　
本
団
（
団
長
、
副
団
長
、 

　
　
　
　
　
　
女
性
部
）、
九
分
団 

〔
女
性
消
防
団
員
の
主
な
活
動
〕 

　
・
応
急
手
当
の
普
及
活
動 

　
・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
防
火
訪
問 

              

 報
告
発
表
（
二
）  

大
館
市
女
性
消
防
団
の
歩
み 

 

講
　
演 

魅
力
あ
る
防
火
啓
発
劇
の 

　
　
　
取
り
組
み
等
に
つ
い
て 

　
　
　
〜
出
動
！
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
〜 

 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会 

　
　
平
成
二
四
年
度
秋
田
開
催
を
決
定 

№685（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年３月15日（毎月１回15日発行）（２）



　
日
本
消
防
協
会
代
議
員
会
が
二
月
二
四

日
（
木
）
、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
の
「
日

本
消
防
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二
四

年
度
の
第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

性
化
大
会
が
秋
田
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
、

代
議
員
会
に
先
立
ち
開
か
れ
た
理
事
会
で

決
定
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。 

　
代
議
員
会
で
は
、
そ
の
他
平
成
二
三
年

度
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を

紹
介
す
る
。 

■
平
成
二
三
年
度
主
な
事
業
計
画 

消
防
団
多
機
能
型
車
輌
の
交
付 

　
消
防
団
向
け
の
多
機
能
型
車
輌
一
五
台

の
交
付
を
予
定
。 

消
防
車
輌
の
交
付  

 

　
司
令
車
（
一
七
台
）、
指
揮
広
報
車
（
五

台
）
、
防
災
活
動
車
（
四
一
台
）
の
交
付

を
予
定
。 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
香
川
大
会 

　
・
一
一
月
一
一
日
〜
一
二
日 

　
・
香
川
県
高
松
市 

　
・
よ
う
こ
そ
　
瀬
戸
の
都
　
さ
ぬ
き
へ 

　
　
「
集
ま
れ
！
　
つ
な
が
れ
！
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
消
防
団
員
！
」 

消
防
互
助
年
金
・
火
災
共
済
の
加
入
促
進 

　
消
防
互
助
年
金
及
び
火
災
共
済
契
約
者 

の
加
入
促
進
活
動
を
展
開
す
る
。 

■
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場
順 

　
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
第
二
〇
回
大
会

の
出
場
順
が
決
定
し
、
本
県
か
ら
出
場
す

る
横
手
市
平
鹿
消
防
団
は
、
五
番
目
第
二

コ
ー
ス
（
応
援
席
側
）
と
な
っ
た
。 

■
消
防
団
一
二
〇
年
記
念
事
業 

　
平
成
二
五
年
、
自
治
体
消
防
六
五
周
年

に
当
た
り
、
明
治
二
七
年
消
防
組
規
則
制

定
以
来
一
二
〇
年
を
記
念
す
る
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
準
備
室
を
設
置
す
る
。 

■
平
成
二
三
年
度
主
要
行
事
予
定 

九
月
六
日
（
火
） 

　
　
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭 

九
月
一
三
日
（
火
）
〜
二
一
日
（
水
） 

　
　
消
防
団
長
等
幹
部
海
外
事
情
調
査 

　
　
　
　
　（
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
） 

一
〇
月
一
九
日
（
水
） 

　
　
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会 

一
一
月
一
一
日
（
金
）
〜
一
二
日
（
土
） 

　
　
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会 

一
月
一
七
日
（
火
）
〜
二
〇
日
（
金
） 

　
　
消
防
団
幹
部
特
別
研
修 

二
月
七
日
（
火
）
〜
九
日
（
木
） 

　
　
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
男
性
の
部
） 

二
月
一
三
日
（
月
）
〜
一
五
日
（
水
） 

　
　
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
女
性
の
部
） 

　
・
保
育
所
、
幼
稚
園
等
で
の
防
火
指
導 

　
・
災
害
時
の
後
方
支
援
活
動   

　
・
消
防
団
各
種
行
事
、
訓
練
、
研
修 

〔
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
の
構
成
と
目
的
〕 

　
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
は
、
エ
イ
ド
ピ
ン
ク
、

エ
イ
ド
ブ
ル
ー
、
エ
イ
ド
イ
エ
ロ
ー
の
三

人
で
構
成
さ
れ
、
次
の
啓
発
等
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
。 

・
火
災
予
防
啓
発 

・
応
急
手
当
の
普
及 

・
地
震
、
風
水
害
等
の
備
え
の
推
進 

・
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ 

・
団
員
募
集 

〔
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
の
出
動
状
況
〕 

・
地
域
か
ら
の
要
請
（
夏
祭
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
） 

・
保
育
所
、
幼
稚
園
か
ら
の
要
請 

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら

の
要
請   

・
市
、
県
か
ら
の
要
請
（
健
康
フ
ェ
ス

タ
、
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
） 

・
テ
レ
ビ
出
演 

・
消
防
団
活
動
（
街
頭
啓
発
等
） 

〔
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
の
特
徴
〕 

・
登
場
し
た
時
点
か
ら
お
客
さ
ん
を
引

き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
防

火
、
防
災
の
話
や
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
も

し
っ
か
り
聴
い
て
も
ら
え
る
。 

・
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し
み

や
す
い
。 

・
少
人
数
で
行
え
る
。 

・
ど
の
よ
う
な
会
場
で
も
行
え
る
。 

・
繰
り
返
し
同
じ
内
容
が
行
え
る
。 

・
経
費
が
か
か
ら
な
い
。 

〔
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
に
関
わ
っ
て
〕 

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
た
っ
た
二
ヶ

月
間
で
「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」「
曲
」「
ダ
ン

ス
」
な
ど
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
。 

　
「
ア
ン
シ
ン
ダ
ー
Ｌ
」
は
、
女
性
団
員

が
発
足
し
て
三
年
が
経
ち
、
女
性
団
員
な

ら
で
は
の
活
動
を
し
た
い
と
考
え
始
め
た

頃
、
団
長
の
一
声
で
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
消
防
団
が
新
し
い
取
り
組
み
を
行
う
と

い
う
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
女
性
団
員
と
し
て
「
こ
れ

が
や
り
た
い
」
と
思
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
「
や
っ
て
み
る
」

と
い
う
気
持
ち
と
行
動
力
、
そ
し
て
そ
れ

を
理
解
す
る
団
幹
部
や
事
務
局
の
姿
勢
も

大
切
だ
と

感
じ
ま
し

た
。 

　
こ
れ
か

ら
秋
田
で

も
新
た
な

啓
発
劇
が

生
ま
れ
る

こ
と
を
期

待
し
て
お

り
ま
す
。 

 

◆
日
本
消
防
協
会
代
議
員
会
◆ 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会 

　
　
平
成
二
四
年
度
秋
田
開
催
を
決
定

　
　
平
成
二
四
年
度
秋
田
開
催
を
決
定 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会 

　
　
平
成
二
四
年
度
秋
田
開
催
を
決
定 
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秋
田
県
消
防
長
会
主
催
の
第
三
四
回
消

防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会
が
二
月
一

〇
日
（
木
）
、
秋
田
市
の
「
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」
に
て
、
消
防
職
員
ら

約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
若
手
消
防
職
員
に
職
責

を
再
確
認
さ
せ
、
消
防
士
の
在
り
方
を
提

案
さ
せ
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
。 

　
今
大
会
で
は
、
県
内
一
三
消
防
本
部
か

ら
選
抜
さ
れ
た
若
手
消
防
職
員
が
、
日
頃

の
業
務
の
中
か
ら
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ

の
対
応
策
や
今
後
の
展
望
な
ど
の
考
察
を

加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

堂
々
と
力
強
く
訴
え
て
い
た
。 

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀

賞
二
点
が
選
ば
れ
た
。 

■
最
優
秀
賞 

　
に
か
ほ
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
士
　
高
　
橋
　
俊
　
二 

　
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に 

■
優

秀

賞 

　
秋
田
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
副
士
長
　
鷹
　
島
　
久
　
和 

　
消
せ
な
い
命 

　
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
副
士
長
　
高
　
橋
　
洋
　
平 

　D
o

　n
o
t  R
e
su
sc
ita
te
 

　
最
優
秀
賞
の
に
か
ほ
市
消
防
本
部
高
橋 

消
防
士
は
県
代
表
と
し
て
、
四
月
二
七
日 

（
水
）、
山
形
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会

に
出
場
す
る
。 

　
こ
こ
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
に
か

ほ
市
消
防
本
部
高
橋
消
防
士
の
意
見
を
紹

介
す
る
。 

        

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
。
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
皆
さ
ん
も
容

易
に
想
像
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。
平
成
十

六
年
に
一
般
市
民
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
が
認
め

ら
れ
、
様
々
な
場
所
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
見
掛
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
も
と
も
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
蘇
生
に
不
慣
れ

な
者
に
よ
る
使
用
を
前
提
に
開
発
さ
れ
た

除
細
動
器
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で

薬
事
法
に
規
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器

及
び
特
定
保
守
管
理
医
療
機
器
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
け

れ
ば
、
人
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
医
療
機
器
で

も
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
街
中
に
設
置
し
て
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
し
っ
か
り
と
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
の

一
人
で
も
多
く
の
命
を

一
人
で
も
多
く
の
命
を 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

救
う
た
め
に

救
う
た
め
に 
一
人
で
も
多
く
の
命
を 

　
　
　
　
　 

救
う
た
め
に 

に
か
ほ
市
消
防
本
部 

　
高
　
橋
　
俊
　
二 

意見発表のテーマと発表者名 

◯　ありがとう消防団 
 鹿角広域消防本部 齋　藤　喜　季 

◯　消せない命 
 秋田市消防本部 鷹　島　久　和 

◯　防災意識への架け橋 
 由利本荘市消防本部 藤　原　真太朗 

◯　「守る」ため「眠る」 
 湖東地区消防本部 山　⠿　陽　介 

◯　奇跡ではなく当たり前のことに 
 男鹿地区消防本部 渡　部　純　也 

◯　繋がりが地域を守る 
 横手市消防本部 佐々木　隼　也 

◯　地域の団結力 
 大館市消防本部 佐　藤　拓　也 

◯　接　遇 
 能代山本広域消防本部 工　藤　拓　美 

◯　救命の一歩を踏み出す勇気 
 湯沢雄勝広域消防本部 高　橋　嘉　史 

◯　「０％」を目指して 
 北秋田市消防本部 櫻　田　敬　大 

◯　一人でも多くの命を救うために 
 にかほ市消防本部 ⠷　橋　俊　二 

◯　命の大切さ 
 五城目町消防本部 畠　山　　　亮 

◯　Do not Resuscitate 
 大曲仙北広域消防本部 高　橋　洋　平 

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

第34回

秋
田
県
消
防
長
会
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か
、
そ
し
て
設
置
場
所
の
職
員
が
確
実
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
不
安
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
た
こ
と
に
満
足
し
て

し
ま
い
、
維
持
管
理
が
疎
か
に
な
る
。
担

当
部
署
が
設
置
し
た
が
、
そ
の
他
の
職
員

は
使
用
方
法
ど
こ
ろ
か
設
置
場
所
す
ら
分

か
ら
な
い
。
全
て
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
救
命
講
習
で
受
講
者
に
話
を
聞
く

と
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
よ
う
な
実
状
が
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
不
安
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。 

　
あ
る
日
、
「
男
性
が
ス
ー
パ
ー
駐
車
場

で
倒
れ
た
」
と
い
う
一
一
九
番
通
報
が
入

り
ま
し
た
。
救
急
隊
到
着
時
、
傷
病
者
は

心
肺
停
止
状
態
。
現
場
か
ら
数
メ
ー
ト
ル

先
に
は
ス
ー
パ
ー
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
方
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

　
当
然
の
よ
う
に
、
市
民
の
方
か
ら
は
「
あ

そ
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
は

ず
な
の
に
、
な
ぜ
？
消
防
署
で
使
い
方
教

え
て
い
な
い
の
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
他
管
内
で
は
、
除
細
動
パ
ッ
ド
は

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
が
除
細
動
器
の
バ

ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
て
お
り
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
例
が
あ
っ

た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
打
破
す
る

た
め
に
次
の
二
つ
の
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。 

　
一
点
目
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
定
期
点
検
と
点
検

結
果
報
告
の
義
務
化
で
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
四
月
に
厚
生
労
働
省
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
通
知

が
出
さ
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
者
が
行
う
べ
き

事
項
を
依
頼
と
い
う
形
で
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
通
知
で
は
、
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
者
は
点

検
担
当
者
を
配
置
し
日
常
点
検
等
を
実
施

さ
せ
て
下
さ
い
。
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
義
務
化
す
る
の
で
す
。
点
検
担
当

者
は
日
常
点
検
を
実
施
し
、
定
期
的
に
管

轄
の
消
防
署
へ
点
検
結
果
を
報
告
し
て
も

ら
い
ま
す
。
消
防
署
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
維
持

管
理
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
適

切
な
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
な
い

と
い
う
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。 

　
二
点
目
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
職
員
の
救

命
講
習
受
講
の
義
務
化
で
す
。 

　
現
状
で
は
、
消
防
署
が
開
催
す
る
救
命

講
習
は
、
受
講
者
側
か
ら
の
申
し
込
み
が

あ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
、

市
民
の
方
全
員
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
の

が
理
想
で
す
が
、
そ
れ
は
現
実
的
に
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
場
所
の
職
員
に
つ
い
て
は
救
命
講
習

受
講
を
義
務
化
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
な
事

案
が
発
生
し
た
場
合
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
近
く

に
は
必
ず
使
用
で
き
る
人
が
い
る
こ
と
に

な
り
、
早
期
除
細
動
、
救
命
へ
と
つ
な
が

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
し
救
命
率
が
上
昇
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
現
す
る

た
め
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
維
持
管
理
し
、
操
作

す
る
一
般
市
民
の
方
々
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
れ
が
無
け
れ
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
我
々
消
防
は
地
域
密
着
と
い
う
利
点

を
活
か
し
、
そ
れ
を
手
助
け
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
他
の
人
が
倒
れ
た
と
き
は
自
分
が
助
け

る
。
自
分
が
倒
れ
た
と
き
は
他
の
人
が
助

け
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
安
全
で
安
心

の
街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
一
人
で
も
多
く

の
命
を
救
う
た
め
に
。 

   

一
人
で
も
多
く
の
命
を 

　
　
　
　
　 

救
う
た
め
に 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年３月15日（毎月１回15日発行） №685

 
トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp

 

消 防 半 天 ・ 帯 ・ 団 旗 
優 勝 旗 ・ ゼ ッ ケ ン 
手拭・タオル・のれん 
旗 幕 類 名 入 染 物 専 門 

 

寺　田　染　工　場 

 
横手市清川町　Q32－0416



　
一
月
一
八
日
よ
り
二
一
日
ま
で
四
日
間
、

日
本
消
防
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
こ

の
研
修
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
全
国
四

七
都
道
府
県
か
ら
、
団
長
、
副
団
長
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
七
一
才
か
ら
四

六
才
ま
で
幅
の
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

　
開
講
式
の
後
す
ぐ
に
講
義
に
入
り
、
最

初
は
日
本
消
防
協
会
秋
本
理
事
長
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
消
防
協
会
六
五
周

年
と
消
防
団
百
二
〇
年
記
念
が
同
年
と
な

る
の
で
、
前
後
三
年
間
で
色
々
な
行
事
を

行
い
た
い
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
全
国

的
な
消
防
団
員
の
減
少
に
関
し
て
は
、
増

え
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
明
る
い
兆

し
が
望
め
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
二
日
目
か
ら
は
、
総
務
省
や
東
京
消
防

庁
の
部
長
や
課
長
、
そ
し
て
国
や
都
の
職

員
等
の
方
々
が
講
師
と
な
り
研
修
を
受
講

し
ま
し
た
。
一
日
中
の
講
義
は
、
慣
れ
な

い
私
に
と
っ
て
は
戸
惑
い
や
驚
き
の
連
続

で
し
た
が
、
大
変
有
意
義
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

　
女
性
消
防
団
活
動
と
し
て
、
小
澤
浩
子

東
京
都
赤
羽
消
防
団
副
団
長
が
活
動
内
容

を
元
に
し
て
女
性
に
も
出
来
る
こ
と
が
あ

る
と
の
発
表
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

　
岩
手
県
一
関
市
消
防
団
の
活
動
事
例
は
、

団
長
が
ス
チ
ー
ル
写
真
等
で
説
明
し
な
が

ら
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
消
防
団
の
広
報

誌
を
自
分
達
で
年
二
回
発
行
し
て
、
活
動

内
容
の
周
知
や
団
員
の
活
性
化
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
り
団
員
の
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
に
各
詰
所
へ
常
備
し
て
い
つ
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
事
で
し

た
。
斬
新
な
活
動
内
容
に
時
間
が
短
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
三
日
目
と
四
日
目
に
は
、
課
題
研
究
テ

ー
マ
が
昨
年
に
引
き
続
き
あ
り
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
団
員
の
増
加
に
伴
う
効
果
的
な
活

動
方
策
に
つ
い
て
、
七
県
で
グ
ル
ー
プ
と

な
り
活
発
な
意
見
を
出
し
合
い
討
議
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
団
員
の
確
保
対
策
に

つ
い
て
も
問
題
が
出
さ
れ
テ
ー
マ
と
の
つ

な
が
り
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

　
四
日
間
研
修
し
た
こ
と
を
地
域
消
防
団

活
動
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
新
た
な
気
持

ち
で
が
ん
ば
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

派
遣
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。 

第
三
七
回
消
防
団
幹
部 

　
特
別
研
修
に
参
加
し
て 

横
手
市
増
田
消
防
団
　 

  
副
団
長
　 

　

橋
　
耕
治 

第55期幹部教育

平成 23 年 1 月 22 日（土）〜 23 日（日）

27 人（16 消防団）

班長以上の階級にある消防団員

職責と心構え　　現場指揮及び活動要領（建物

火災、林野火災、遭難・捜索）　消防活動訓練　

訓練礼式　　事例研究 

○今まで知らなかったことがたくさん分かり自

分自身本当に良かった。

○普段会うことがない同じ消防団員と交流する

ことができ、今後、連絡を取り合うことがで

きれば幸いです。

○もっと多くの人に参加してほしい。

第56期基礎教育

平成 23 年 2 月 19 日（土）〜 20 日（日）

13 人（6 消防団）

入団して概ね 3 年未満の消防団員

組織制度　　ポンプ操法　　救急救助　　火災

防御（火災防御戦術、安全対策、緊急自動車運

行管理）　災害対策　　訓練礼式 

○来るまではとてもイヤな思いでしたが、いざ

始まってみれば楽しく感じた。

○現場の実践の話が一番ためになった。

○ 2 日間でかなり濃い内容を教えてもらい、気

付かされた点も多く勉強になった。

○また機会があれば参加したい。

教育期間 

入校者数 

対 象 者 

教育内容 

 

 

感　　想 

 

 

 

 

 

集合写真 

 

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆ 秋田県消防学校 

№685（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年３月15日（毎月１回15日発行）（６）



 

火災に巻き込まれたときの避難の方法 

　火災で最も恐ろしいものは、火そのものよりむしろ煙です。 

　煙の中には、不完全燃焼によって発生する一酸化炭素や有毒ガスが含まれています。 

　平成13年に44名もの命が犠牲となった「東京・新宿歌舞伎町ビル火災」でも、そのほとんどが煙による

一酸化炭素中毒死と見られています。 

　煙は熱せられた空気とともに、上・横・下の順に広がっていきます。 

　あわてずに、煙を吸わないよう姿勢を低くして避難することが大切です。 

防災対策シリーズ③      火災対策

普段からの備えが大切 

避難するときのポイント 

避難することができなくなった場合の注意事項 

①　廊下や出入り口、 

　　階段等には、 

　　避難の妨げとなる物は 

　　置かないで下さい。 

③　万が一の場合を考え、

避難方法等について、

家族で話し合って 

　　おきましょう。 

②　２階から上の階には、 

　　避難用のロープやハシゴを 

　　備えておきましょう。 

④　避難訓練等には 

　　進んで参加し、 

　　煙の中での 

　　行動要領について 

　　体験しておきましょう。 

①　煙が進入しないよう、ドアなどのすき間に衣類 
　　等を詰め、目貼りをし、救助を待ちましょう。 

③　あらゆる方法で、周りの人に逃げ遅れたことを 
　　知らせましょう。 

②　窓等から目につきやすい物を振って、助けを 
　　求めましょう。 

④　落ち着いた行動や判断をし、不用意に飛び降 
　　りたりしないで下さい。 

①　服装や持ち物にこだわ

らず、姿勢を低くし、

ハンカチやタオルな

どで口・鼻をおおい、

早く逃げて下さい。 

③　エレベーターが 

　　あっても絶対 

　　使用しないで 

　　下さい。 

 

②　一度逃げ出したら、

絶対に戻らないよ

うにしましょう。 

④　できるだけ、 

　　建物外や下階に 

　　避難しましょう。 

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年３月15日（毎月１回15日発行） №685
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「
小
坂
鉱
山
事
務
所 

　
　（
国
重
要
文
化
財
）」で 

　
　
　
　
　
　
　
総
合
消
防
訓
練 

＝
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部 

＝ 

建　　物 

林　　野 

車　　輌 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 
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42 
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累計 
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累計 

27 
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2

２月 
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14 

26 

53 
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20 

54

年計 ２月 累計 火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
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＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
） 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 
煙体験ハウス　職員さんと観光案内人 

救急隊による傷病者搬送訓練 消防隊の放水訓練 

　
一
月
二
六
日
、
文
化
財
防
火
デ

ー
に
明
治
三
八
年
に
建
築
さ
れ
た

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
建
築
様
式
で
国

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
小
坂
鉱
山
事
務
所
」
に
お
い
て
、

当
事
務
所
と
鹿
角
消
防
署
小
坂
分

署
が
総
合
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
訓
練
に
は
、
同
事
務
所
職

員
、
町
観
光
案
内
人
、
隣
接
す
る

国
指
定
重
要
文
化
財
の
日
本
最
古
の
芝
居

小
屋
「
康
楽
館
」
の
職
員
も
応
援
に
駆
け

付
け
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

訓
練
は
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
出
火

を
想
定
し
、
職
員
に
よ
る
出
火
場
所
の
確

認
、
一
一
九
番
通
報
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
避
難
誘
導
・
救
護
訓
練
を
実
施
し
、

消
防
署
小
坂
分
署
消
防
隊
に
よ
る
屋
内

検
索
、
傷

病
者
救
出

訓
練
、
救

急
隊
に
よ

る
傷
病
者

搬
送
訓
練

後
、
消
防

隊
に
よ
る

放
水
訓
練

を
実
施
し

ま
し
た
。 

 
 

ま
た
訓

練
参
加
者

に
よ
る
、

煙
体
験
ハ

ウ
ス
の
体

験
や
、
消

火
器
の
取

扱
を
兼
ね

た
初
期
消

火
訓
練
を

実
施
す
る

な
ど
、
参

加
者
は
雪

に
覆
わ
れ

た
「
小
坂
鉱
山
事
務
所
」
で
初
め
て
行
わ

れ
た
訓
練
に
文
化
財
愛
護
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
防
火
意
識
の
大

切
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま

し
た
。 

　
　
　
　
　
　〔
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
〕 

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目10番９号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

　　　猿田興業ビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 


